
　丹波篠山地域は、盆地地形で内陸性気候のため、雨が多くありません。さ
らに、盆地周りの山々は低く、雨水を集めることができる面積が限られてい
るので、川の水も少なく、昔から用水不足に悩まされてきました。
　篠山藩は江戸時代初期に多くのため池をつくりましたが、それでも水不足
が全域で解消されるには至りませんでした。昭和初期ごろには、春先の代
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が158ha（市全体の10.4%）もあったそうです（※1）。
　地形からみると、約1～ 3万年前、篠山盆地は「古篠山湖」だったと考えられ
ています（※2）。丹波篠山の平地部分は湖の底であり、土壌は土地生産力が高
いものの、粘土質で水はけの悪いものでした。
　丹波篠山地域は、最初から黒大豆栽培に恵まれた土地ではなく、水不足や
水はけの悪さを先人たちの努力によって克服し、ようやく豊かな農産物が採
れる地域になったのです。
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